
新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた
高齢者の保健事業事例の紹介

「長引く感染症対策が高齢者に与える影響を踏まえた保健事業」及び「高齢者保健事業における感染症対策」について、自治体の取組事例

をとりまとめ、令和2年12月に高医課より発出。

【掲載事例】

感染症対策を万全にしながら市役所でフレイル普及啓発イベントを
開催

ポピュレーションアプローチ

※昨年度の様子

ハイリスクアプローチ

■北海道枝幸町
80歳以上の独居高齢者に電話での健康相談を実施。

■岡山県笠岡市
「80歳以上独居」「定期受診控え」等、あらゆる視点からハイリスク者を抽出し、
アウトリーチ支援を実施。

■鹿児島県日置市
「健診結果報告会」を開催し、多職種でハイリスク者の個別相談を実施。

■鹿児島県霧島市
感染症対策を徹底した上で、計画通り「訪問指導」を実施。

対象者
スタッフ

■長野県筑北村
屋内で実施していた高齢者の通いの場（体操教室・栄養相談）を野外で実施。

■長野県山ノ内町
高齢者が日常的に集まる「買い物支援」の場において健康相談を実施。

■兵庫県淡路市
健診会場を活用し、健診当日、後期高齢者全員に健康相談を実施。

■大阪府藤井寺市
高齢者同士のつながりを支援するため、投稿型の「高齢者の情報誌」を作成。

掲載（厚労省HP）：https://www.mhlw.go.jp/content/000711958.pdf

日置市事例

筑北村事例

高齢者の保健事業のあり方検討ワーキンググループ（第10回）
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